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2020 年 12 月 15 日 
パソコンを使いこなす会 

 
【第 18 回分科会のテーマ：－パソコンのスペック－】 

使っているパソコンの CPU やメモリ・HDD(SSD)の空容量を知っていますか。これらの情
報は、普通にパソコンを使うだけなら、それほど必要になることはありません。 

しかし、場合によってはこれらの情報が必要となります。たとえば、パソコンやソフトの不具
合をメーカーに問い合せる場合に、CPU やメモリの情報を問われることがあります。 
また、何かのソフトをインストールする場合に、メモリ容量が気になることがあります。グラフィ
ック関係のソフトの中には、メモリ容量が大きくないと動作が大幅に遅くなるものがあります。
また、画像や動画を大量に保存する場合には、HDD(SSD)の空容量を把握しておく必要が
あります。 

このように、パソコンのスペックが必要になった場合のために、スペックの確認方法を理解し
ておきましょう。 

 
1. OS、CPU、搭載メモリ容量の確認 
2. ドライブの容量 
3. グラフィック 

4. システム情報 
5. パソコンのスペックを確認する理由 
付録：パソコンのスペックの記録 

【具体的内容：－パソコンのスペック－】 
1. OS、CPU、搭載メモリ容量 
Ａ） 「設定」で確認 
① パソコン画面の左下にある「スタート」をクリック 
② 「設定」をクリック 
③ 「Windows の設定」画面の左側上部にある「システム」をクリック 
④ 左側に並ぶ項目の一番下にある「バージョン情報」をクリック 
  

Windows 講座 
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 パソコンの情報が一覧で出てくる 
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B） 「コントロールパネル」で確認 
① タスクバーの「検索」をクリック 
② 「検索」窓に「Control」と入力 
③ 検索結果で出てくる「コントロールパネル」をクリック 

④ コントロールパネルが開く。 

⑤ 「システム」をクリック 
  



 4444 / 12121212  

 「コンピューターの基本的な情報」が表示される 
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2. ドライブの容量 
Ａ） 「Explore」で確認 
① タスクバーの「Explore」ボタンをクリック 
② 「PC」をクリック 

 
Ｂ） 「設定」で確認 
① 「スタート」を右クリックして、表示されたメニューから「設定」を選ぶ 
② 「Windows の設定」画面が表示されるので「システム」をクリック 
③ 左の項目にある「記憶域」をクリック 
 この画面で HDD 容量を確認できる 
 不要なファイルの削除やドライブの最適化などもできる 
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3. グラフィック 
① 「設定」を開いて「システム」を選択 
② 左メニューの「ディスプレイ」を選択 
③ 画面右側をスクロールして「ディスプレイの詳細設定」をクリック 
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 グラフィックアダプタの詳細画面が開いて、グラフィックスメモリの容量が確認できる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

4.4.4.4. システム情報システム情報システム情報システム情報    
AAAA））））    「「「「すべてのアプリすべてのアプリすべてのアプリすべてのアプリ」で確認    
① 「スタート」をクリック 
② すべてのアプリ欄で「Windows 管理ツー

ル」フォルダーをクリックして開ける 
③ 「システム情報」をクリック 
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 「システム情報」画面が表示される 
画面右側の「項目」／「値」欄に OS のバージョン、システムモデル(パソコンの型番)等、シ
ステムの詳細を確認することができる 

 
 画面左側の「システムの要約」欄の「ハードウェアリソース」／「コンポーネント」／「ソフトウ

ェア環境」をクリックするとそれぞれのシステムの詳細が表示され、確認することができる 
■「システム情報」内の検索 
① 「システム情報」画面下の「検索文字列(W)：」ボックスをクリック 
② システム情報のキーワード（例：「システムの種類」）を入力 
③ 「検索(D)」をクリックする 
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 「システムの種類」が検索される 

 
B) 「システム情報」で確認 
① 検索ボックスに「システム情報」と入力 
② 検索された一覧から「システム情報」をクリック 

 
C） 「dxdiag.exe」で確認 
① Windows キーと「R」キーを一緒に押す 
 「ファイル名を指定して実行」画面が出る 
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② 「dxdiag.exe」と入力し「OK」を押す 

 「DirectX 診断ツール」画面が表示される。 
③ 「システム」タブを選ぶ 
 「システム情報」欄でプロセッサ(CPU)、メモリ、DirectXのバージョンなどの情報が確認

できる 
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④ 「ディスプレイ」タブを選ぶ 

 「デバイス」欄でグラフィックボードの名前やメモリ合計(容量)などの情報が確認できる 
D) 「msinfo32」で確認 
① 「スタート」を右クリックして「ファイル名を指定して実行」をクリック 
② 「msinfo32」と入力して「OK」をクリック 
 「システム情報」ツールが起動されてパソコンの詳細な情報が表示される 
5. パソコンのスペックを確認する理由 

普段パソコンを使う中で、自分のパソコンのCPUやメモリの容量を即座にチェックできる人
はどれくらいいるでしょうか。 
これらの情報は、普通にパソコンを使うだけなら、それほど必要になることはありません。 

しかし、場合によってはこれらの情報が必要となります。 
たとえば、パソコンやソフトの不具合をメーカーに問い合せる場合に、CPU やメモリの情報を
問われることがあります。 
また、何かのソフトをインストールする場合に、メモリ容量が気になることがあります。 
グラフィック関係のソフトの中には、メモリ容量が大きくないと動作が大幅に遅くなるものがあ
ります。 
また、画像や動画を大量に保存する場合には、残りの HDD の容量を把握しておく必要がある
でしょう。 

このように、パソコンのスペックが必要になった場合のために、スペックの確認方法を覚えて
おくといいかもしれません。 
◇パソコンやソフトの不具合をメーカーに問い合せる場合 

何らかの不具合でパソコンの使用に問題が生じた際は、メーカーに問い合せると解決でき
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ることが多いです。 
電話やメールで問い合せをすると、ほとんどの場合で型番を確認されるでしょう。パソコンのス
ペックが記載されたバージョン情報を見ながらサポートセンターに伝えることで、担当者はス
ムーズに対応でき、効率よく問題の解決に導いてくれます。 
問い合せるときにパソコンが正常に作動しない状態になってしまい、スペックの確認ができな
いケースも考えられるので、型番・OS のバージョン・bit 数(ビット数)・サービスパックの有無
などの情報をメモしておくのも良いでしょう。 
◇何かのソフトをインストールする場合 

パソコンにソフトをインストールする際に「動作環境」と「推奨環境」という言葉を見聞きした
ことはないでしょうか。 
「動作環境」とは、ソフトを動かすために最低限必要な環境のことです。「推奨環境」とは、ソフ
トを快適に動かすために適した環境を指します。 
ソフトに対してどちらの環境も満たしていれば快適に使用できますが、最低でも「動作環境」を
満たしていなければソフトを使用できません。 
何らかのソフトをダウンロードしたり、インストールしたりする前にパソコンのスペックを確認し
ておけば、使用環境に沿ったソフトを選定して購入できるでしょう。 
時間とお金を無駄にしないためにもスペックの確認は必要です。 
◇周辺機器を購入する際 
周辺機器とはプリンター、USB メモリ、マウス、キーボードなど、パソコンに接続する機器を

指します。 
ソフトウェア同様、周辺機器が OS のバージョン、bit数に対応していないと使えない可能性が
あるため確認が必要です。 
「せっかく好みの機器を見つけて購入したのに使えなかった」という残念な結果にならないよう
に気をつけましょう。 
■目覚ましいパソコンスペックの向上 

パソコンが普及し始めたのは 1990 年代後半ですから、わずか 20 年あまりの間に、パソコ
ンのスペックはすさまじい勢いで向上していきました。 
現在のパソコンは、メモリ 8GB、HDD 容量 1000GB くらい普通にあります。 

しかし、1990 年代はメモリ 1MB、HDD40MB 程度のパソコンがほとんどでした。当時の容
量の単位は GB（ギガバイト）ではなく、MB（メガバイト）だったのですから、まさに驚異的に向
上したことになります。 

もちろん、CPU の性能も当時と比べると格段にアップしています。 
1990 年代の CPU は 68000/10MHz 程度しかありませんでしたが、現在は 3.40GHz く
らいありますから、これはもう桁違いどころではありません。 
現在のパソコンは、1990 年代に比べるとまさに夢のようなスペックを持っていることになり

ます。 
 

以上 


